
友愛の心をもって　豊かな福祉を創造し、地域に貢献します。
友愛の心をもって　尊厳を守り、その人らしい暮らしを支援します。
友愛の心をもって　研鑽を積み、ともに幸せを追求します。

VOL. 4 発行にあたって
　新型コロナのパンデミックから早2年6カ月が過ぎましたが、未だ収束までには至っておりません。
当法人も昨年12月から今年の4月にかけて、特別養護老人ホームとデイサービスで新型コロナの感染
者が出てしまいました。皆さんワクチン接種済みでしたので、重症には至りませんでしたが、この期
間も含め、ご入居者の皆さんには、外出禁止、面会制限、行事の中止・縮小と不自由で退屈な生活を
強いることになってしまい大変申し訳なく思っております。
　今年度は、少しずつではありますが、各施設、各事業所で、感染防止対策を取りながら、ご入居者、
ご利用者の皆様が、楽しく、笑顔がこぼれるイベントや行事を再開して通常の生活を取り戻していけ
るように取り組み、この神戸老人ホームだよりにて皆様の明るくお元気な様子をお届けいたします。
　一方、職員に対しては、コロナ禍での業務に疲弊し、モチベーションの低下を防ぐための取り組み
として「職員表彰制度」を復活し、「笑顔・挨拶・接遇」をテーマに各事業所で特に輝いている職員を
職員同士の投票で選出した計13名に対して表彰を行いました。また、今年度は新卒6名・特定技能外
国人3名・技能実習生4名の計13名が仲間に加わりました。全員皆様に愛され、信頼される介護員を
目指し奮闘しておりますので、温かく見守ってやっていただければ幸いです。
　ともあれ、社会福祉法人を取り巻く環境は、大変厳しくなってきておりますが、職員一同、創設
123年の歴史の重みと、誇りを胸に驕ることなく、ご利用者、ご家族、地域の方々、関係各位のご協力、
ご指導を仰ぎながら、地域に愛され、必要とされるオンリーワン法人を目指し、研鑽を積んで頑張り
ますので、今後ともよろしくお願いいたします。

社会福祉法人 神戸老人ホーム 常務理事　森　茂樹
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　「ワタシのココロにサクラサク」

　皆さま、今年はお花見に行かれましたか？自粛や感染予防で、

そんな気分ではなかった。そんな言葉も聞かれるかもしれません。

　住吉苑では、施設ご利用の皆さまへ、自粛や感染予防が叫ばれ

ている世の中ではありますが、少しでも気分転換の機会になれば

と強く願い、桜の花見へお連れさせていただきました。

　もちろん、安心安全に楽しんでいただくため、窓の大きなタイ

プの自動車に乗っていただき、車窓からの花見見物とさせていた

だきました。

　ところで、「桜」や「お花見」と聞くと何を想像されますか？

例えば、「新入学や新学期」「新社会人」もしくは「宴会」などが

思い浮かぶかもしれません。ご入居者の皆さまからは、「キレイ」

という言葉だけではなく、過去の思い出だけでなく生まれ故郷な

どを回想される方もいたようです。

　規制のある時代の中、少しでも何か楽しんでいただくことがあ

れば、と思考錯誤している状況であります。早く、新型コロナウイルスが落ち着き、通常の生活へ戻ることを

願っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生活相談員　係長　米谷 洋一）

養護老人ホーム 住吉苑

　あんしんすこやかセンターは神戸市がつけた愛称で、一般的には地域包括支援センター

と呼ばれています。あんしんすこやかセンターは高齢者の総合相談の窓口ですが、介護が

必要になった時、介護保険が必要になった時に相談する窓口だと思っていませんか？

　高齢者が住み慣れた地域でその人らしく生活を続けるために、支えてくれる地域住民の

方、医療関係者、サービス事業所、行政等と連携したり、介護や認知症にならないように

介護予防、認知症予防の啓発をしたり、また様々な相談にのったり等、保健師または

看護師、社会福祉士、主任ケアマネジャー、地域支え合い推進員の４職種、色々な

キャラの職員で頑張っています。

　介護が必要になった方、予防を頑張りたい方等気軽にご相談下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（主任介護支援専門員　課長　吉岡 千晶）

住吉北部あんしんすこやかセンター
御影北部あんしんすこやかセンター

　施設長就任のごあいさつ

　令和４年４月より養護老人ホーム住吉苑の施設長に就任いたしました

内海健一と申します。

　神戸老人ホームの理念である「友愛の心」を大切にご入居者のため、

地域のために頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願いします。



　今年は本住吉神社例大祭において３年ぶりに住吉空地区の

だんじりが神戸老人ホームに来てくださいました。

　快晴の中、迫力ある空区だんじりを光明苑のご入居者の方

とベランダから拝見させていただきました。

　ご入居者の方々も大喜びで手を振って声援してくださいま

した。地域の方とも交流が持てて本当に良かったです。

　空地区地車若仲会の皆さまありがとうございました。来年

もよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　（生活相談員　柴田 亮介）

　デイサービスやまびこでは、毎週月曜日～土曜日を営業日とし、毎日

たくさんのご利用者にご参加いただいております。

　いまだコロナ禍でありますので、感染防止対策を徹底しながらの運営

となり、皆様には、多大なご不便をおかけし、大変心苦しく思っており

ます。

　そんな中においても、私たちができることをと考えた際、「やまびこ

に来てくださる時間が安心して楽しく笑顔で過ごす時間となること」だ

と思います。そういった思いを全職員が共有し、様々なイベントを用意

しお待ちしております。

　写真は、ご利用者・職員で作成の「藤棚」「桜」です。皆様ご協力の

下、素晴らしい作品が完成しました。

　今後ともデイサービスやまびこをどうぞよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　（生活相談員　係長　阪本 裕紀）

特別養護老人ホーム 光明苑

デイサービス やまびこ



特別養護老人ホーム 友愛苑
◦友愛苑に頼もしい仲間が加わりました

　５月２日にネパール特定技能介護職員の入職式を行いました。

　コロナ禍の影響により２年余り入国が延びてしまいましたが、その

間も母国で日本語や介護技術の研鑽に励み、友愛苑職員とも月一回

Web を使用しての面談を行い、お互いに待ち続けた結果、このたび

無事に入職することができました。

　とてもやさしく真摯に取り組んでいる様子を見ていると、神戸老人

ホームの一員として頼もしい限りです。ともに学び、ともに愉しみ、

ともに成長していきたいと思います

◦地域の方々から愛されています

　17年前に友愛苑が北区の有馬から東灘区の鴨子ヶ原に引っ越しし

てきたときに一緒に引っ越してきた友愛苑北側のむつみ地蔵さんの５

月のある日のご様子です。

　おかげさまで地域の方々から愛され、季節ごとに可愛らしくおめか

ししていただき感謝に堪えません。

　友愛苑も負けないくらい地域の方々に愛される施設を目指します。

（副施設長　久川 伸彦）



　かもこの風では、少人数単位の個別レクリエーションを実施しました。

　ご入居者の嗜好は様々、今回は「お肉が食べたい人」が集まり、すき焼き

パーティーを実施しました。

　会場の設営、野菜の下準備などご入居者と一緒に準備を行いました。皆さ

ん何十年ぶりのお料理も手際よくされていました。

　数日経ってもお肉の味が忘れられなかったようで、「あのすき焼き、また

食べたいなぁ。」とご入居者同士で会話されており、大変満足された様子でした。

　感染症対策による制限はしばらく続きそうですが、施設内でも楽しみを持ち、刺激のある日々を過ごせるよ

うな企画を考えていきたいなと思っています。　　　　　　　　　　　　（管理栄養士　係長　内田 智美）

　青色には空や海を連想させ、時間をゆっくりと感じさせたり、飽きさ

せず集中力を高めたりする効果があるそうです。これは、副交感神経の

働きが、体温、脈拍、血圧を下げ、リラックスした状態に導いてくれる

からだとか。また、涼しく感じさせたり、眠りを促したりする効果もあ

るそうです。確かに、寝具には淡い青が使われることが多いですし、ひ

んやり系の寝具の色は、ほとんどがシャーベットブルーですね。

　さて、この広報紙が発行されるのが７月ということで、そろそろ暑さ

を感じる頃ではないでしょうか。そこで今回は「青」をテーマに、皆さんに「涼」を感じていただける写真を

ピックアップしてみました。コロナの影響で外出行事がままならない中、今わたしたちの施設ではおやつ作り

が流行の兆しを見せています。これは、春のおやつレクリ

エーション「クリームゼリーづくり」のワンシーンです。と

なりの茶色がシャーベットブルーを引き立てて、なんとも涼

やかな一品に仕上がりました。

　このように、皆さん「ブルー」になることなく、元気に毎

日を楽しまれています。次の広報紙では、屋外での行事を楽

しむご入居者とスタッフの姿を紹介できればいいなと思いま

す。　　　　　　　　　　　　　（介護係長　高橋 美里）

特別養護老人ホーム かもこの風

ケアハウス ゆうあい



編 集 後 記
　本住吉神社例大祭にて住吉空地区のだんじりが神戸老人ホームに来て下さいました。新型コロナウイルスの
影響により３年ぶりとなるその勇姿をご入居者とともに拝見し元気と感動をいただきました。社会福祉法人で
ある神戸老人ホームはこれからも地域に根差し、地域と共に歩んでまいります。（住吉苑施設長　内海 健一）

◦養護老人ホーム 住吉苑
◦特別養護老人ホーム 光明苑
◦デイサービス やまびこ
◦住吉訪問介護センター
◦住吉高齢者生活支援センター
〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41
ＴＥＬ （078）851-2560
ＦＡＸ （078）851-1449

◦住吉北部あんしんすこやかセンター
〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41
ＴＥＬ （078）851-1155
ＦＡＸ （078）851-1157

◦住吉定期巡回・随時対応型訪問介護看護センター
◦住吉夜間対応型訪問介護センター
〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41
ＴＥＬ （078）851-5050
ＦＡＸ （078）851-1449

◦特別養護老人ホーム 友愛苑
◦デイサービス こだま
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-17
ＴＥＬ （078）845-3660
ＦＡＸ （078）845-3661

◦友愛高齢者生活支援センター
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-17
ＴＥＬ （078）846-1580
ＦＡＸ （078）843-2208

◦御影北部あんしんすこやかセンター
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-17
ＴＥＬ （078）843-2207
ＦＡＸ （078）843-2208

◦ケアハウス ゆうあい
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原2丁目14-19
ＴＥＬ （078）843-2712
ＦＡＸ （078）843-2713

◦特別養護老人ホーム かもこの風
〒658-0064 神戸市東灘区鴨子ヶ原3丁目19-30
ＴＥＬ （078）858-5070
ＦＡＸ （078）858-5071

〒658-0051 神戸市東灘区住吉本町3丁目7-41

http://www.krh-sumiyoshi.com
TEL.（078）851-2560　　FAX.（078）851-1449

創設 明治32年

社会福祉法人 神戸老人ホーム 法人本部

　３月28日～４月11日に第３回わくわくウォークラリーを開催しました。地域の高齢

者のフレイル予防及び地域の方々のコロナ禍における健康増進を目的に実施している法

人企画のウォーキングイベントですが、今回で３回目の実施となりました。回を追うご

とに参加者が増え、ご好評いただいております。次回は11月頃に実施予定です。どう

ぞよろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（法人企画部）

たくさんのご参加ありがとうございました！

第３回 わ くわ くウォー ク ラリ ー

法人事業紹介


